





















































































徴を明らかにした．【材料と方法】 2010 年 1 月から 2016


















































IdoA）と 4 位が硫酸化された GalNAc からなる二糖の繰
り返し基本構造を有する CS╱DS が存在するのに対し，肝
の成熟に伴い 4 位と 6 位が共に硫酸化された GalNAc を構
成アミノ糖とする過硫酸化CS╱DSに置き換わった．さらに，
5 週齢ラットおよび 26 週齢ラットに対し部分肝摘出を施
し，2 週間後，4 週間後に再生肝中 CS╱DS の測定を行っ
























て，3,4- 不飽和 -3- カルバモイル PROXYL（Cm Δ P）を用





生成する．リノール酸では，cis╱trans-13-Cm Δ P-ODE と
cis╱trans-9-Cm Δ P-ODE が生成する．リノール酸由来のこ
れら付加体を生理的条件下，多硫化水素で処理したところ，





た cis-trans 共役ジエンの trans-trans 共役ジエンへの異性化
を触媒することが明らかとなった．この結果より，細胞内
に存在する多硫化水素は脂質メディエーターの共役ジエン
構造を異性化し，その機能に影響を及ぼし得ることが明ら
かとなった．
22．細胞中グルタチオンポリスルフィド濃度の真値を簡便
に測定する
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　　　　　吉田　雅基，輿石　一郎
（群馬大院・保・生体情報検査科学）
【背景と目的】 近年，細胞内に常在する活性イオウ分子種
の生理機能が着目されている．中でも，還元型グルタチオ
ンにゼロ価のイオウが付加したグルタチオンパースルフィ
ド（G-SSH）が心筋細胞，脳神経細胞等に数十μM オーダー
